
福井県文書館 くずし字入門講座 No.4「頻出文字・言い回し」第 2問 読解例と解説 

【読解例】 

【解説】 

 今回は往来物を課題としました。この往来物には読み仮名や返り点が入っていますが、そ

れらを見て、江戸時代の子供も文字の読み書きを覚えていったものと思われます。 

 4 行目の「茂」はひらがなの「も」と同じです。5行目と 8行目にある「可被～」は「～

さるべく（べき）」と読み、相手への尊敬を表します。これも大変よく使われます。 

くずし字の学習は文字の形を覚えて習得していく方法がまず挙げられますが、文字の形

は多様で、覚えた文字の形どおりの文字が毎回に出てくるとは限りません。そこで、既存の

翻刻文を多く読み下し、その時代独特の言い回し・表現に慣れるという方法もあります。く

ずし字の学習として、文書館の資料叢書や自治体史の資料編などに掲載されている翻刻文

を読む方法はおすすめの学習方法です。 
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